































































下で他人と喧嘩し辻番所にとらえられ、その地支配の武家方より南町奉行所に突き出され 入牢中との とである。右の平次郎は長次郎 常五郎は条次郎に相違なきゃ否や口相違なしとせば、喧嘩口論に関する吟味相済み次第お引渡し願いたしと。同月二十六日に南 筒井はこれに下グ札
L
て返答するところあった。御書面の趣は承った。正に長次
郎は平次郎、条次郎は常五郎と変名、さる十一日愛宕 池田丹波守頭取辻番所内で芝青秘寺門前忠太郎店与吉方向居人、勝五郎なる者と口論なぐり合いをした結果、勝五郎と平次郎は負傷し、御徒目付の検証もすみ 十三日には右 見取書、口室聞を若年寄田沼玄春頭意正殿より下げ渡さ 右
三
人の者を呼出し入牢申付けた。段々取調べてみると平次郎


















ての相談が翌十日 筒井から桝原に書面でなされ、榊原は勘定奉行所に間合わせ、二十一日には勘定奉行の返書をそえて最終的にこの件につ ては筒井の担当となるべきことを承認するに至った。筒井の書面に日く、九日の取調べによると、四人 者が押込強盗を働いた点など ついては彼等の申立 ほぼ符合している。また吉五郎はその「手合」でない皆、平次郎外二人が申立てて るのは
三
人は入墨あるも吉五郎にはそれがないから、何とか救けられるものなら救けた
いと、悪人は悪人なりの友愛精神を発揮 てのこ と思われ、取調べて行くうちに白から明らかにな であろう
o
更に押






常五郎、恥貴方（榊原方〉にお引渡し致すべきなるも 田沼玄審頭殿よりの「下り物吟味」なるを以 、そう いかず「引分吟味」とするところであろうか。しかし、愛宕境内で平次郎が勝五郎と口論した際 常五郎ばかりでなく市五郎もその場に居合わせ、平次郎 常五 が辻番人に逮捕されるのを見るや、そ 場から 逃亡したもので当然右口論事件の「引合」であるから、その観点よりするならば市五郎外一人も当方にお引渡し願うべきも なるか。これについては当方先例を取調べたが 別紙類例（その内容は不明筆
者
）以外見当らぬ。貴下の方に先例でもおありにならぬであろうか。



































































































































































































































































後再度寄場に戻り来る者は一一・反迄は取立て遣るも三度目には佐渡ヘ水替人足として遣す方がよろしいと存ずる。勿論純粋な貧故の無宿者に対しては一二度以上でもなお取立ててやるようにしたい。また人足どもの中には常に仲間との折合が悪く、申付けを守らない者もいるが、こんな奴 、外の人足の見せしめと て、八丈島遠島とか佐渡水替人足に送るかする方がよろしかろうとは寛政四年（主）十一月三日に間宮諸左衛門より若年寄堀田摂津守正敦に呈せられた意見書である。（別）大休この筋が採用せられたものの如くであるが、度数だけが問題となっ 訳ではないっ
この前後において、右のような事情の下に江戸町奉行の手に移され佐渡送りとなった者、あるいは佐渡送り予定の者
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ば、場内の秩序が立 ていること、荒地の起返 が既に十六町一二反六畝歩余に達七十分効果が挙っていること、当時三十三名の収容者中、七名程は百姓 して更生、その業を継続し行く見込みが立っていること、なお一一一十三名の謂わば素人百姓に対し男八名、女七 の指南百姓なるも がおかれていたことなどが明かである口
そうして一応荒蕪地開墾の効は挙がっている如く見えるものの、ここ も単調な労働に附唱え切れず逃亡 者や、石








同寛政四年十二月以降 篠山十兵衛及び竹垣一二右衛門の許に送られることになった人 姓名年齢の判明し もの
。 （ 別 ）
は左の通りである
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覧表参照）にね「寄場逃去盗いたし候もの、死罪」とある 見合わせ、外の人足ども 見せしめもある段、上郷村寄場において死罪に処することにするかどうか、御指示 仰ぎ度し 言うの ある。
これに対する詳定所の評議の文は極めて文意の通りにくい悪文であるが、要は、寛政十二年三月、江戸町奉行小田切
土佐守、根岸肥前守取調べ上申の通り取極めとなった御仕置箇条書（域開一定年側一）（九の一覧表参照） 臼「構外え出罷在逃去叉ハ使先より逃去候もの、初度は鼓豆、二度目は入墨蔽童、但し後悔致し立帰候ハパ一二十日手鎖」とある条項及び前科とその仕置に見合わせ、増入墨の上、重敵申つけ元の如く上郷村寄 に遣わ て然るべしと言うに在り、結局その通り処置せられたのである。（山川）
文化四年の例は火附盗賊改、荒尾但馬守伺で下総無宿、入墨、平蔵の盗に関するものである。平蔵は入墨、重蔵の御

















ムんト郷村寄場人足御仕置之儀、素々江戸寄場人足御住置ニ准 申付候儀之処、寛政十二申年、江戸寄場人足御仕置ハ相弛ミ候得共、上郷村寄場人足ハ、野田一一放遺候儀ニ付、御仕置弛ミ候はば、逃去候もの多く可相成と 共己前同九巳年相改候、江戸 通 居置候様仕度段、中川飛騨守関東郡代議爪役之節相伺、共通被仰渡候儀ニ付、最早人足受取 －一一小及程之時節ニ至リ候上ハ、江戸寄場人足御仕置之通、弛ミカ之儀別段相伺 ハ格別、今般之鉄五郎ハ、是迄之御仕置ヲ以死罪可申付回目被仰渡可然哉 奉存候ハ附）



















あろうが、竹垣直温その人の逝去そのものもまた重要な原因の つ なっていることは疑 いところと思われる。
箱ハ函〉館人足寄場幕末、風雲急を告ぐるに至るや、幕府としても江戸市中の綱紀取締りは益々重要性を加えるに至ったので、無宿非人



















































































天 保 九 年 （ 一 一
M
）閏四月二十一日、勘定奉行内藤隼人王位佳は水野忠邦の意を体して、近国農村人口が減少し、荒地を
生じ、その反面江戸に人口 集中し、救済費用もま 馬鹿にならぬものがある故いかにしてこ を防止す かについて各人の意見を服蔵なく申述すべき旨を郡代々官らに伝え それに対し同年五月より翌天保十年
三
月までに郡代々官ら










石川島人足寄場に収容すべく こ ため寄場増設の要あらば同所附近の板材木炭薪置場三千三百坪余を収公し、そこに建設すべし 薪山灰置場は深川養生所附ト．納地ヘ移転せしむべきである。さてこ 増築寄場にては本来の寄場の泊絞り以外の各自習い覚えの手業をなさしめ または人足 土方として使役す かくせば寄場増設費、掛 員手当なε
の外は費用を節減しうる。野非人中には織多非人もあると思われる 、その数必ずしも多いとも考えられないからそ















めたが、同十二年には同九年以前の旧制に復し、江戸払以上の追放刑に処せられたものを 人足寄場に収容す ことに改めているのである。そうして更に天保十二年には、曾て、八代将軍吉宗や老中松平定信が手を染めたこと ある追放刑の改正について、これ 代るべき適当 刑なきゃを評定所に諮問した である。しかるに評定所の答申は追放刑に代るべき刑なしとして、その廃止については何ら積極的 のって来ず、むしろ頗る難色を示したのである。水野忠邦自身は追放 廃止の意向であり、評定所 議は余りにも御定書 拘泥せるものであると 見地より、翌十
三
年には再評議に
附し、三奉行は更に古今 律令等を掛酌討議してその換刑を考え、もしそ 中において異議を生じ一決せぬ場合に 、各自の意見を進達すべき旨を令したのである。
ここにおいて同年十一月三奉行は各自の意見を答申するに至った。（寺社奉行）未だこれに代えるべき適当な刑はないとは考えるが諮問の趣旨に基いて再考の結果、追放の刑名はその
まま存し、百姓、町人、無宿のこれに相当者は当分、陸奥、常陸、土野、下野等の荒蕪地多き地方に遣わし追放刑 軽重に応じ一定期間その起返しにつとめ め 期満 後、郷里に帰住す り、他郷の引受人に引渡すなりし、なお無宿あるいは希望者は開墾地にて帰農せしめるのがよろしかろ 。但 江戸払は江戸の人口増加防止の よりするも存続せしめて可なり。武士、僧侶の追放 は存続せしむ も と守
（江戸町奉行）追放刑廃止とせば、徒刑を以てその換刑とすべきも 徒刑の遣法たる人足寄場の実状が多くの死者、
逃亡者を出すのを見れば、徒刑 如きもこれと同一程度 設備では 改心 者少く却
っ
て、逃亡者の族出するに至るべ
































































































































































七 一 一 ．
幕開として各地に寄場を建設する方針を打出したのに則ったものと考えられる。随ってその多くは十分な効果を挙げないうちに維新に際会し、瓦解、あ いは変質したも であ 。
さて石川島の人足寄場については却って幕末時の史料は少ないのであるが、開港の時に当っては、品川湾の堤防、横










しかしそれは多事多端の動乱期に当っ は先ず申央官制だけであって、諸制度 及ぶものではなか 。刑獄のことも、未だ地方庁に委ねておかねばならぬ有様で、職制そ 他頗 整備せず、また朝令暮改の状はおおうべくもなかった。翌慶応四年（明治元年）（
FM
）五月、江戸市内の獄舎はすべて鎮台府に属し、石川島寄場は民政裁判所に管せられたが、
同年七月鎮台府が廃せられ、鎮将府がおかるるや八月人足寄場はし らく会計局に属することとなり、十一一月 至って東京府に移管せられた徒揚にあてられた（正式に徒場と称せられる 至ったの つ一年二月二日）。その間十月仮律の制定があって、新たに徒刑制度が採用せ る 至っ がためである。各府藩県も旧寄揚を以て れにあて、多くは範を石川島徒場にとっ らしい。
翌二年七月養老の職員令を参酌して官制改定あり、復古的な諸官制が設けられた。十二月その刑部省内に囚獄司をお
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差 I I 
























































































































































































































































世行刑史稿」が何から引いたりか明かでない。 かして、三浦周行博士「続法制史の研究 中 「失はれたる近世法制史料」なる論文を見ると、関東大震焚によって焼失せる東大図書館蔵の旧幕引継書類中、博士が複製しておいた「小袋物」（とぶくろもの）なる元治元年より明治一五年に至る聞の老中 始めとし他奉行 の
交
捗事件
K
関する文案集が、博士の京大転勤ととも
に京大法学部法制史研究室の所蔵に帰している誓であるととが分かる
。
同博士のとの書に関する解題を見るに、正に右の（
m
）
（問）（問）などの文書が収められているととを知るの が、未だ寓自の携を得ない。
七
九
Hosei University Repository
八白。
（m
）天保年間の人別改についての記述は、幸田成友「日本経済史研究」所収「天保人別改令」なる論文による。
（問）向上書、所収「非人寄場」参照（m
）以上の天保年間の迫放刑 正の動さについての記述は三浦周行「法制史の研究」所収「追放刑論 Kよる。
（m
）同上、
（間）「秋田県史」惣…第四世五二四頁（則）「大
B
本監獄教謡史」松山監獄ノ部
（問）「水戸藩史料」別記十一、「徒刑場の創設」五九九
i
六一六頁
（邸）「明治二十一年、同ご 二年福島県監獄統計表」（札畑琳可一略的）（脱）（鴎〉原胤昭、前掲書（邸）矢田挿雲 江戸から東京へ（問）「日本近世行刑史稿」下、八
O
頁。なおとの心学者、内田勘左衛門なる人物については、石川謙博士の大著「石門心学史
の研究」にも見えるととろがない。尤も同著は江戸時代を中心としたものなるが故であろうが、明治五年四月、教部省は教導職を設置し、同年七月真宗大谷祝僧、教戒師を志願したのそきっかけに爾後、僧及びキ
HJ
スト教徒の手
K
監獄教詩の実が移っ
て行ったととを思えば の末における要約一覧表にはたとえ既に「人足寄場」の教議方ではありえなくなったとしても菊池冬斎の次に過渡期の人としてとの内田勘左衛門の名を加えておいて然るべきであろう。
（郎）以上、明治に入つての消滅変質後についての記述は主として「日本近世行刑史稿」下により、部分的に原胤昭「出獄人保
護」を用う。
（別）原胤昭、前掲書、（別）佐久間長敬「清陰筆記」においても、人足寄場が根本においては授産業として者足した立祇なものであったが、
あって、そとには醜悪な現実が存したととを認めている。
やはり裏が
Hosei University Repository
